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宮崎県の概要・財政状況
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1 宮崎県の概要



(1)宮崎県のすがた

1

人口 1,073千人（R元年）
（全国比 約0.9％）

面積 7,735k㎡（R元年）
（全国比 約2.0％）

気候

交通網
空路（宮崎空港） 海路（宮崎港・細島港・油津港・志布志港）

温暖な気候

利便性の高い
アクセス環境

快晴日数
年 52.7 日

日照時間
2,116 時間

平均気温
17.4 ℃

降水量
2,509 ㎜

総務省「人口推計（令和元年10月1日現在）」 国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」

気象庁「日本気候表」（宮崎市 S56～H22の平均）



(2)宮崎県の経済・人口

2

県内総生産（名目） ３兆７，６２９億円（H29年）
産業別構成 第１次産業

（農林水産業）に強み
5.3 ％（全国1.2％）

人口のうごき

高齢化率と合計特殊出生率の推移人口の推移

全国上位の
合計特殊出生率
1.73 (全国1.36)

全国２位！

単位：万人

宮崎県「宮崎県の人口」 厚生労働省「人口動態統計」 総務省「人口推計年報」

※四捨五入の関係で計と内訳が一致しない場合がある。（以下の本資料の図表において同じ。）

第１次産業
5.3%

第２次
産業

23.7%

第３次
産業

70.4%

製造業
17.3%

保健衛生・社会事業
11.2%

農林水産業
5.3%

不動産業
10.2%

卸売・小売業
9.9%

公務
6.8%

建設業
6.3%

専門･科学技術・
業務支援サービス業

5.4%

教育
5.2%

運輸・郵便業
4.4%

その他のサービス
4.3%

その他
13.7%
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(3)宮崎県の魅力
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食と県産品 観 光

神 話 スポーツ



(4)宮崎県の１番

4

豊かな自然と観光資源 安全・安心で豊かな食材

全国に誇る宮崎県産品 暮らしやすいみやざき

●照葉樹天然林（天然の照葉樹林の規模）
●神楽（国指定重要無形民俗文化財の指定数）

●日南海岸国定公園（海域公園地区として日本初指定）

●宮崎牛（全国和牛能力共進会で内閣総理大臣賞

を３大会連続で受賞中）

●近海かつお一本釣り（漁獲量）
●生産額ベース食料自給率（21年連続日本一）

●本格焼酎（出荷量）

●釜入り茶（生産量）

●スギの素材（生産量）

●スイートピー（出荷量）

●共働き世帯における夫の家事関連時間

●光熱・水道消費支出額（日本一安い）
●太陽光発電システム・太陽熱温水器（普及率）



｢人を育む力｣、｢自然｣は全国1位

(5)未来を築く新しい「ゆたかさ」への挑戦
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ゆ た か さ 指 標 ＝ ２ つ の 指 標

県民の

｢目に見えるゆたかさ｣指標
公的統計データと県民意識を反映した

重み付けを用いて、宮崎の姿を客観的に
捉える指標

「目に見えるゆたかさ」指標

宮崎県

全国平均50.0

各要素１位の都道府県数値

県民が伝えたい

｢心で感じるゆたかさ｣指標
民間調査機関等の統計データから、県民
が暮らしの中で実感している宮崎らしい
｢ゆたかさ｣を集めた指標

ゆたかさ指数
（2019年･総合値）

51.0
（全国15位）

「人を育む力」、「自然」は
全国１位！



(6)県民目線の「ゆたかさ」

（1位）幸福度 74.0…地域版SDGs 調査 2020（ブランド総合研究所）

（1位）優しい人の多さ自慢 31％…2018年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（2位）家族の仲がいいと思う 70％…2018年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（2位）スポーツの盛んさが自慢 13％…2018年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（2位）治安のよさが自慢 45％…2018年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（2位）将来の夢や目標を持っている小学生 72.1％…2019年 全国学力・学習状況調査（文部科学省）

（4位）子育て環境が整っている 33.2％…全国「地域元気調査2018」

（4位）夫がよく子育てに参加している 41％…2018年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（4位） 暮らしやすさが自慢 45％…2018年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（8位）食べ物の美味しさが自慢 48％…2018年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）
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「心で感じるゆたかさ」指標

見つめ直したい
暮らしの中の

ゆたかさ

結婚・子育て生活の
ゆたかさ

人柄の良さの
ゆたかさ

自然のめぐみの
ゆたかさ



２ 宮崎県の展望



(1)ゴールデンスポーツイヤーズを飛躍のバネに
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2027年
（見込み）

国民スポーツ大会
全国障害者スポーツ大会

2019年
ラグビー
Ｗ杯

2021年
国民文化祭

全国障害者芸術･文化祭

2021年
東京オリパラ
2020

食材の提供 スギ材の提供
パラスポーツの普及や心のバリアフリー、
障がいのある方へのおもてなし環境の充実

屋外型ナショナルトレセンの
提案・誘致

2019年
ISAワールド

サーフィンゲームス

日本代表合宿の誘致等



(2)世界で評価されるゆたかな農林水産物①
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• アカデミー賞授賞式のアフターパーティーに
「宮崎牛」と「県産焼酎」が採用
（３年連続）

• 特定産地の和牛や焼酎の採用は初！

全米プロゴルフ選手権の覇者
ケプカ選手が

歴代優勝者が招かれる夕食会に
宮崎牛をセレクト！



(2)世界で評価されるゆたかな農林水産物②
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輸出解禁後
日本からの輸出第1号!!

宮崎牛台湾輸出
［H29年9月］

宮崎キャビア香港輸出
［H29年3月］

国産キャビア初輸出!!

宮崎県内の食肉処理
施設からＥＵへ初輸出!!

宮崎牛ＥＵ輸出
［Ｒ元年8月］

県産特産物の海外輸出促進に
向けて積極的なトップセールス等

を展開!!

農畜水産物の輸出額の推移

（百万円）

183 266 351 549 573 725 

1,359 
1,966 

2,623 

3,616 
4,184 

4,347 

227 

284 

475 

476 

788 
867 

1,769 

2,516 

3,449 

4,641 

5,544 
5,940 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H26 H27 H28 H29 H30 R元

農産物 畜産物 水産物



(3)「世界ブランド」などを生かした地域づくり①
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【ユネスコ無形文化遺産】
みやざきの神楽

22市町村 200余り
【世界文化遺産】
南九州の古墳文化

【世界農業遺産】H27.12月認定
高千穂郷・椎葉山地域

【ユネスコエコパーク】
祖母・傾・大崩
H29.6月登録



(3)「世界ブランド」などを生かした地域づくり②
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【国立公園満喫プロジェクト】
H28.7月選定

【日本ジオパーク】
霧島 H22.9月認定

【日本遺産】H30.5月認定
古代人のモニュメント

～台地に絵を描く南国宮崎の古墳景観～

【ユネスコエコパーク】
綾 H24.7月登録



(4)国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭に向けて
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アーツカウンシルみやざき開所

国文祭・芸文祭きゃらわん隊

500日前イベント

大会ロゴマーク決定

本県の
文化力の向上

県内外への発信

開催期間：２０２１年７月３日～１０月１７日（１０７日間）



３ 普通会計決算の概要



歳入・歳出は、5,700億円程度で推移
令和元年度…（歳入）約5,693億円、（歳出）約5,541億円
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(1)歳入・歳出決算規模の推移

（億円）

※H22、H27の1,200檍円は口蹄疫対策転貸債等に係る歳入・歳出

歳入・歳出決算額（普通会計）の推移

6,423 

6,283 

5,978 

5,874 

5,634 

5,501 

6,090 

5,917 

5,801 

5,661 

5,722 

5,574 

5,654 

5,509 

5,739 

5,594 

5,668 

5,519 

5,693 

5,541 

1,200 
1,200 

1,200 
1,200 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元



自主財源は約４割で推移
地方交付税等の依存財源の割合が高い
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(2)歳入内訳

R元歳入決算の内訳（普通会計）

歳入
5,693億円

自主財源
2,095億円

36.8%

依存財源
3,599億円

63.2%

県税
1,237億円

21.7%

諸収入
352億円
6.2%

繰入金
215億円
3.8%

使用料・手数料など
291億円
5.1%

地方交付税
1,809億円

31.8%

国庫支出金
887億円
15.6%

県債
688億円
12.1%

地方譲与税など
215億円
3.8%



自主財源は、2,000～2,200億円程度で推移
令和元年度…約2,095億円（自主財源比率 36.8%）

15

(3)自主財源の推移

（億円） （％）
自主財源の推移（普通会計）

※H27の「その他」には口蹄疫対策転貸債等分（1,200檍円）を含む。

2,163 2,227 
2,010 

2,217 2,215 

3,474 

2,189 2,153 2,168 2,095 

28.4 

37.3 35.7 36.4 
38.2 

50.2 

38.7 37.5 38.3 36.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

地方税 その他 合計 自主財源比率



義務的経費が４割程度、投資的経費が２割程度、
その他一般行政経費が４割程度で推移
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(4)歳出内訳

R元歳出決算の内訳（普通会計）

歳出
5,541億円

義務的経費
2,419億円

43.7%

投資的経費
1,158億円

20.9%

その他一般
行政経費

1,963億円
35.4%

人件費
1,466億円

26.5%

公債費
805億円
14.5%

扶助費
148億円
2.7%

補助
772億円
13.9%単独

224億円
4.0%

直轄
77億円
1.4%

災害復旧事業費
85億円
1.5%

補助費等
1,190億円

21.5%

貸付金
262億円
4.7%

その他
511億円
9.2%



義務的経費は2,500億円程度で推移
令和元年度…約2,419億円（義務的経費の割合 43.7%）
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(5)義務的経費の推移

（億円） （％）義務的経費の推移（普通会計）

※H27の「公債費」には口蹄疫対策転貸債等分（1,200檍円）を含む。

2,565 2,608 2,553 2,512 2,535 

3,693 

2,486 2,463 2,426 2,419 

34.3 

44.4 
46.4 

42.4 
44.8 54.5 45.1 44.0 44.0 43.7 
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0
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2,000
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3,000

3,500

4,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

人件費 扶助費 公債費 義務的経費の割合



投資的経費は1,000億円程度で推移
令和元年度…約1,158億円（投資的経費の割合 20.9%）
⇒ 防災・減災・国土強靭化緊急対策事業の増加等による

18

(6)投資的経費の推移

（億円） （％）投資的経費の推移（普通会計）

2,970 

1,193 1,121 992 1,136 1,145 
913 947 1,103 1,041 1,158 

43.0

15.9
19.1 18.0 19.2 20.2

13.5
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20.9
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歳入総額に占める県債残高の割合は全国平均を下回る（良好）
（H30年度）全国平均 1.73／宮崎県 1.49（全国７位）

令和元年度…県債残高 約8,375億円
歳入総額に占める県債残高の割合 1.47

19

(7)県債残高の推移

（億円）
県債残高の推移（普通会計）

8,519 

10,636 10,585 10,465 10,408 10,263 
8,895 8,711 8,573 8,448 8,375 

1.27

1.40

1.77 1.86

1.71

1.77

1.28

1.54 1.49 1.49 1.47
1.42

1.71 

1.67 1.74 

1.74 

1.73 
1.71 1.72 1.73 1.73 

0

0.5
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2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

H14 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

普通債（実質的な県債） 臨時財政対策債
口蹄疫対策転貸債等 地方債残高/歳入総額（宮崎県）
地方債残高/歳入総額（全国平均）



財政調整に用いる基金は450億円程度で推移
令和元年度…約440億円（満期一括償還財源分 約46億円）
満期一括償還に備え、償還財源の確実な積立てを実施
新型コロナウイルス感染症対策に多額の財政負担が生じる中でも、
前年同期を上回る残高水準を維持（令和2年9月補正後）

20

(8)基金残高の推移

（億円） 財政関係２基金残高の推移

514 517 508 475 463 468 450 445 445 440 

54 61 68 75 82 89 98 71 67 46

0

100
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

県債管理基金（満期一括償還財源分）
財政関係２基金の残高（財政調整積立金＋県債管理基金（満期一括償還財源分以外））



堅実な財政運営により全国的に優位な健全性を確保
実質公債費比率・将来負担比率ともに、着実に改善傾向

【H30年度】 【R元年度】
・ 実質公債費比率 11.9％（全国25位） ⇒ 11.0％
・ 将来負担比率 113.7％（全国５位） ⇒ 111.2％

21

(9)財政指標の状況

将来負担比率（％）

実質公債費比率（％）

実質公債費比率及び将来負担比率の状況（H30年度決算）



４ 公営企業・公社・出資法人決算の概要
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(1)公営企業・公社の状況

公益企業

いずれの会計も資金不足は生じていない。

病院 電気 工業用水道 地域振興
H30 R元 H30 R元 H30 R元 H30 R元

BS
資産 48,913 49,217 53,456 51,548 4,407 4,422 881 871
負債 42,136 43,093 8,437 7,445 2,773 2,705 752 754
資本 6,777 6,124 45,020 44,103 1,634 1,716 129 117

PL
総収益 32,561 33,614 5,020 5,116 392 381 20 6
総費用 32,566 34,267 4,193 4,157 269 299 27 18

純利益・損失 ▲5 ▲653 827 958 123 82 ▲7 ▲12

単位：百万円

公社

いずれも健全に運営されている。
単位：百万円

道路公社 住宅供給公社（R2.3.31解散）
H30 R元 H30 R元

BS
資産 21,114 21,697 6,910 7,033
負債 18,127 18,710 180 195
資本 2,987 2,987 6,730 6,838

PL
総収益 1,207 1,188 40 185
総費用 1,207 1,188 85 77

純利益・損失 0 0 ▲45 108



一部の赤字団体においては、それぞれ経営改善に向けた取り組みが進められており、
県としても、その経営状況を注視していく。
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(2)出資法人の状況

経営状況報告対象団体

単位：百万円

県出資額 県出資
比率

PL
正味財産増減額（当期利益） BS（R元）

H30 R元 資産 負債 資本
1 公益財団法人宮崎県私学振興会 197 46.2% 2 1 5,794 5,347 447
2 公益財団法人宮崎県立芸術劇場 226 100.0% 10 ▲ 14 578 128 450
3 公立大学法人宮崎県立看護大学 3,989 100.0% 22 21 4,409 622 3,787
4 公益財団法人宮崎県生活衛生営業指導センター 2 25.6% 0 0 11 0 11
5 公益財団法人宮崎県移植推進財団 30 63.3% ▲ 3 ▲ 3 51 3 48
6 公益財団法人宮崎県健康づくり協会 8 26.7% ▲ 19 33 1,863 527 1,336
7 一般社団法人宮崎県林業公社 5 37.0% ▲ 400 ▲ 441 28,080 37,904 ▲ 9,824
8 公益財団法人宮崎県環境整備公社 46 45.6% 136 1,805 4,597 2,348 2,249
9 公益社団法人宮崎県林業労働機械化センター 4 44.4% 5 3 167 17 150
10 公益財団法人宮崎県機械技術振興協会 2 50.0% 0 ▲ 4 23 8 15
11 公益財団法人宮崎県観光協会 108 38.4% ▲ 5 2 405 83 322
12 公益財団法人宮崎県国際交流協会 443 81.5% 1 1 555 7 548
13 公益社団法人宮崎県農業振興公社 20 33.3% 15 ▲ 46 2,059 910 1,149
14 一般財団法人宮崎県内水面振興センター 15 50.0% ▲ 37 1 80 54 26
15 一般財団法人宮崎県水産振興協会 66 50.0% ▲ 14 1 327 59 268
16 一般社団法人宮崎県肉用牛枝肉価格安定基金協会 20 32.4% 0 0 84 82 2
17 一般社団法人宮崎県家畜改良事業団 40 40.8% 45 34 1,010 274 736
18 一般社団法人宮崎県酪農公社 80 49.8% 49 8 305 438 ▲ 133
19 公益財団法人宮崎県建設技術推進機構 20 66.7% 68 5 787 254 533
20 一般財団法人一ツ瀬川県民スポーツセンター（R1.6.1解散） 2 70.0% ▲ 2 0 2 1 1
21 公益財団法人宮崎県暴力追放センター 395 79.8% 1 1 522 12 510
22 社会福祉法人宮崎県社会福祉事業団 0 0.0% 257 78 11,624 711 10,913
23 公益財団法人宮崎県産業振興機構 15 12.1% ▲ 110 ▲ 19 1,100 576 524



５ 行財政改革の状況
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(1)行財政改革の取組と成果
みやざき行財政改革プランに基づき、「持続可能な行財政基盤の確立」に取り組みます。

行財政改革への取組状況

未来みやざき創造プランの基本目標『未来を築く新しい「ゆたかさ」への挑戦』

宮崎県行政改革大綱2006（平成17年度～平成18年度）

宮崎県行財政改革大綱2007（平成19年度～平成22年度）

みやざき行財政改革プラン（平成23年度～平成26年度）

みやざき行財政改革プラン（第二期）（平成27年度～平成30年度）

みやざき行財政改革プラン（第三期）（令和元年度～令和4年度）
第９次

第８次

第７次

第６次

第５次

基本目標の下支え

行財政改革の成果

職員数の推移
（単位：人）

H17 H27 H28 H29 H30 R元
知事部局等 4,231 3,808 3,817 3,801 3,793 3,783
教育 10,570 9,521 9,465 9,459 9,459 9,509
警察 2,281 2,313 2,335 2,349 2,333 2,325
計 17,082 15,642 15,617 15,609 15,585 15,617

人件費の推移
※普通会計決算ベース

（単位：億円）

H17 H27 H28 H29 H30 R元

人件費 1,580 1,469 1,467 1,478 1,457 1,466

普通建設事業の推移
※普通会計決算ベース

（単位：億円）

H17 H27 H28 H29 H30 R元
単独 550 212 228 187 186 224
その他 925 675 674 842 798 850
計 1,476 887 902 1,029 983 1,074



６ 市場公募債の発行概要



今後の資金需要の増加を踏まえ、市場公募債の導入（R元～）
による調達手段の多様化より、将来にわたる安定的な資金調達を
目指す。

（今度見込まれる資金需要の主な増加要因）
・国民スポーツ大会開催（2027年見込み）に係る施設整備
・公共施設の老朽化対策
・防災・減災、国土強靱化対策の継続的な実施
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(1)市場公募債導入の背景

持続可能な宮崎県の土台づくり



(2)持続可能な宮崎県の土台づくり

県体育館整備
2025年頃

県陸上競技場整備
2025年頃

【東九州自動車道】
・油津～南郷、奈留～串間～夏井間の新規事業化
・日向～都農、高鍋～西都～宮崎西間が４車線化の優先整備区間に選定
【九州中央自動車道】
・日之影深角～平底 令和３年(2021年）開通予定
・蘇陽～五ヶ瀬東の新規事業化

陸上交通の強化

県プール整備
2025年頃

県立宮崎病院再整備
2022年頃開院

宮崎駅西口広場整備
2020年11月開業予定

県防災拠点庁舎整備
2020年8月完成
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(3)今年度の発行計画（予定）

発行額

償還年限

発行時期 令和２年１１月

100億円

10年（満期一括償還方式）

発行方式 シンジケート団引受方式

宮崎県債をよろしくお願いいたします。



■宮崎県 総務部 財政課 財政企画担当

〒880-8501 宮崎県宮崎市橘通東２丁目10番1号

電話：0985-26-7015（直通）

E-MAIL：zaisei@pref.miyazaki.lg.jp

問い合わせ先

■宮崎県ホームページ

https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kense/zaise/index.html

財政・県債に関する情報


